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 参内した人の控えの間で，襖絵
ふすまえ

に

ちなんで，格の高い方から，虎の間・

鶴の間・桜の間と呼ぶ３間が並んでい

ます。 

「諸大夫の間」というのは元々桜の間

のことでしたが，３間の総称となってい

ます。 

 鶴の間の襖絵制作者は狩野永岳
か の う え い が く

で，狩野永徳の弟子狩野山楽に始

まる京狩野派の九代目です。 

皇后御殿 御小座敷上の間◇内 （三保の浦春の富士）  などがあります。 

  永岳の描いた障壁画は他に，御学問所 上段の間□般 （十八学士登瀛州の図
じ ゅ う は ち が く し と う え い し ゅ う ず

）， 

御常御殿 上段の間□般 （尭任賢図治図
ぎ ょ う に ん け ん と ち ず

），一の間□般 （朗詠の意）， 

 諸大夫の間の障壁画は，麻布の表面を胡粉
ご ふ ん

で仕上げた（油彩画のキャンバスに近いもの）上に，墨絵淡彩で

描かれています。鶴の間は東西南北に各４面の襖があり，そこに鶴は全部で３７羽描かれております。そのうち

南面の７羽は飛んでいます。 

＊南面の襖絵は参観場所から裏側にあたるため，見ることができません。 
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 諸大夫の間は，東から順に，「虎の間」（栞其の

二十），「鶴の間」（栞其の一），「桜の間」と三

部屋で構成され，参内した人の控えの間として使用

されましたが，身分によって使用する部屋が区別さ

れていました。ご紹介する桜の間は，三部屋の中で

格付けが最も下になる部屋でした。現在では虎の

間，鶴の間，桜の間の三間の総称を諸大夫の間と呼

んでいますが，本来，諸大夫の間というと桜の間を

表していました。 

 桜の間の襖には，麻を下地に墨を用いて，東西南

北の襖・戸襖・張付（計18面）に桜が画かれていま

す。とても力強い木の幹の表現や，満開の状態で画

かれた花びら（写真：中段）が，水墨画でありなが

ら華やかな印象を与えてくれます。 

 作者は，安政2年（1855）安政度御造営の際に，

御学問所や御常御殿など，77面もの障壁画を担当し

た原在照です。原在照は，原派の3代目となる人物

で，明治天皇即位の際には，曲水の宴の屏風を制作

するなど，宮中の御用を多く務めています。 

  

北面 通 

東面 通 

桜の花びら 

京都御所には約1,800面の障壁画がありますが，風景，花鳥，走獣等，様々な題材が用

いられています。本号の花ごよみに合わせ，京都御所の諸大夫の間に画かれている桜を

ご紹介します。 

御殿内に咲く桜 

https://www.kunaicho.go.jp/event/kyotogosho/pdf/shiori20.pdf
https://www.kunaicho.go.jp/event/kyotogosho/pdf/shiori20.pdf
https://www.kunaicho.go.jp/event/kyotogosho/pdf/shiori1.pdf


京都御所案内図 

観マークは，参観でご覧になれます。申込み方法は， http://sankan.kunaicho.go.jp/ をご覧ください。 

通マークは，申込不要の京都御所通年公開でご覧になれます。 

詳細は，http://www.kunaicho.go.jp/info/kyototsunen-sks-sankan.htmlをご覧ください。 

これまでの「《京都》御所と離宮の栞」については，宮内庁ホームページのこちらからご覧ください。 

＜問い合わせ先＞ 
〒602-8611 京都市上京区京都御苑３ 宮内庁京都事務所 
代表電話：075-211-1211 参観係直通電話：075-211-1215 

 

諸大夫の間 

http://sankan.kunaicho.go.jp/
http://www.kunaicho.go.jp/info/kyototsunen-sks-sankan.html
http://www.kunaicho.go.jp/event/kyotogosho/kyoto-shiori-index.html

